
 

 

 

 

 

 

 

  

サイボウズ株式会社  
株主会議 2021～サイボウズと語る一日～第 2 部   

サイボウズのこれまでとこれからを語る 

 

2021 年 2 月 27 日 



 
 

 

1 
 

イベント概要 

 

[企業名]  サイボウズ株式会社  

 

[企業 ID]  4776 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  株主会議 2021～サイボウズと語る一日～第 2部  

サイボウズのこれまでとこれからを語る 

 

[決算期]  2020年度 通期  

 

[日程]   2021年 2月 27日  

 

[ページ数]  42 

  

[時間]   14:25 – 15:25 

（合計：60分、登壇：60分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[登壇者]  2名 

代表取締役社長   青野 慶久 （以下、青野） 

 

株式会社 角川アスキー総合研究所 メディア＆マーケティング事業部  

TECH.ASCII.jp編集部 編集長 大谷 イビサ氏（以下、大谷） 

  



 
 

 

2 
 

登壇 

 

大谷：皆さん、こんにちは。角川アスキー総合研究所の大谷イビサと申します。これからは、サイ
ボウズのこれまでとこれからを語る、ということで、私と青野社長で 1時間、これまでの話とこれ

からの話を聞いていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

青野：よろしくお願いします。 

大谷：ということで、そもそも青野さん、まず何でこういう事業計画的なものをプレゼンテーショ
ン形式で普通やるじゃないですか。株主さんに説明するじゃないですか。何でこの形式なんですか

というのをちょっと聞いていいですか。 

青野：毎年 1年が終わると、前期の決算がいくらでしたみたいな、売上が、利益が今年はこうなり

ますみたいな。正直、飽きた。 

大谷：毎年やっていますもんね。 

青野：そう。しかも、最近のサイボウズは何も面白くないんですよ。売上も大体グラフでいくと延
長線上になるし、それは多分来年とかも同じことをやっているんだろうなと思うと、全然面白くな

くて。結局事業って、短期で切ると、その数字を説明して終わりで。聞くほうも多分、へぇ、ぐら

いで。 

そうじゃなくて、ちゃんとストーリーにしてほしいなと。さっきの池内さんの話じゃないですけ

ど。僕たちがやりたいのは、もっともっと先に見えている未来があるわけで、その未来のために過

去を語りながら、こういう感じで説明したほうが、多分株主も。 

大谷：わかりやすいのかなと。 

青野：はい。喜ぶだろうということで。 

今日は、サイボウズの創業時を知る、数少ない、大谷イビサさんにお越しいただいているというい

きさつなんです。 

大谷：ありがとうございます、お呼びいただきまして。正直言って、ここでしか、今まで話したこ
とがない秘話だらけになると思うので、よろしくお願いいたします。 

青野：めちゃくちゃ初期からあれですもんね、知っていますよね。 
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大谷：そうなんですよ。まず、次の写真にいっちゃうんですけど、これです。 

サイボウズ創業当時なんですけれども、私、ちょっと簡単に自己紹介をすると、1996年、

Windows95が出た次の年に、アルバイトで株式会社アスキーに入っているんです。そこから記者

とか編集者という立場で紙の雑誌をずっと作っていたんです。当時、一番初めに入った雑誌が

DOS／V イシューという自作のパソコン雑誌。 

青野：懐かしい。 

大谷：その後に、インターネットアスキーというインターネット雑誌に行って、というところ辺り
で、ちょうどサイボウズの青野さんと会ったのが、多分この時期。 

青野：そうですね。 

大谷：かなりこの、若っ、というか古いというか、この何かあふれるシリコンバレー感みたいなの
がありますけど、これは創業当時ですよね。 

青野：そうです。最初のマンションです。2DKのマンションを借りていて。これは愛媛県松山市

ですから雑誌に書いてもらおうと思ったら、東京に行かないといけないわけですよ。松山空港から

羽田まで飛んで、そこからアスキーさんとか、当時新宿とかにあったのかな。 

大谷：当時は初台にあった。 

青野：初台ですね。 
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大谷：そうなんですよ。たぶん青野さんが松山からやってくる。出張で来ているから、いろんなメ
ディアを回らなきゃいけないと言って、うちにメールが来たので会おうと言って。私も当時いろい

ろ回っていたので、では、外でごはん食べながら話しましょうという話になって。最初に行ったの

が目黒の「とんき」という、とんかつ屋さんなんですよ。 

青野：そう、覚えています。 

大谷：何かちょっと、東京の人だからおいしいところを紹介してやろうか、ぐらいな感じで行っ
て、食べて。グループウェアというのをやろうと思っていて、サイボウズ Officeを作ろうと思っ

ているのですよねと言っていたのが、多分 96年とか 97年とかの話なんですよね。 

青野：そうですね。 

大谷：当時を思い出しますよ、ノートパソコンを抱えて。青野さんって、決して背高いほうではな
いじゃないですか。 

青野：小さいです。 

大谷：鞄すごく大きいのを持って、これ 1台で全部グループウェアを再現しなきゃいけない。これ

持っていって大変だな、と思いながら。 

青野：そうでした。ノートパソコンも当時重かったから。 
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大谷：そう。4キロとかあったやつを、大変だなと思っていました。実は、24年前のメールのや

りとりというのを出動しまして。 

青野：よく残っていますね。 

大谷：送信メールをなぜかずっと残していたらしくて、これをちょっと掘り返してきたんですよ。
私の青野さんのメールのやりとりなんですけれども、グループウェアを使用できますという話で、

使用することにしたんです。 

うちの社内で建ててみますと。編集部の許可も得て。建ててみますと言って、頑張ってみますねと

いうメールをしたら、ここに赤字で書いてありますけど、駄目だと感じられましたら、弊社のプラ

イドに駆けて改善しますと。熱い。 

青野：弊社って言っても、3人しかいないじゃないか、みたいなね。 

大谷：3人しかいないけど、熱い。おお、強気、みたいな感じでしたね。 

 

その後、実際使用したというメールがこれで。これは私の感想です。あまりネットワークに詳しく

ないため心配でしたが、インストールしたところですぐサービスが始められて、設定いらずでした

と。ほかのユーザーもすごいびっくりしていた、という話をしていて。 
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やっぱりサイボウズ Officeを最初に使ってびっくりしたのが、とにかく簡単。当時ってクラウド

なんてなかったから、社内にサーバーを建てなきゃいけないわけですよ。サーバーをインストール

しなきゃいけない。 

私、UNIXの知識もなかったので、Windowsレベルなら建てられると。なので、やってみようとい

ったら、ポチポチやっていったらサーバーが建った、すげえ、みたいな。ブラウザでアクセスする

と、カレンダーとかアドレス帳みたいなのが出てきて、あ、これ使えそうじゃん、すげえ、みたい

な。 

しかも、ほかの人に使ってもらうと、まず言うのは、軽いって言うんですよ。サクサク動く。 

青野：サクサク動くんですよ、機能が少ないので。この辺は開発者の畑さんの力でもあるのですけ
ど。 

大谷：何かそのときはすごく原体験があって、要はサーバーを建てる側、グループウェアを作る側
としては、管理者の立場になる。IT管理者の立場なんだけど、何かサーバーを建ててシステムを

提供できるようになって、何か乗り越えた感が、できた、という感じがすごくしたんです。 

青野：なるほど。いきなりシステム管理者に。俺でもできるかも、と。 

大谷：できるかも、というのがすごくあって。その時にすごく気に入ってレビューを書いてもらっ
て、その後に青野さんにグループウェアって何、という連載を何回か、実は書いてもらって。 

青野：ああ、辛かった。 

大谷：辛かった。毎回、書いてもらうというのを、実はやっていたんです。 

青野：記者には向いていないなと思いましたね。 

大谷：あれで結構、グループウェアってどんなのかなとか、サイボウズどんなのかなというのがわ
かった人がいるのではないかなと。 
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サイボウズ Office1ってこんなでしたね。さっき言っていたみたいに機能はすごくシンプル。スケ

ジュールとか掲示板とかも、すごくシンプルだったのですけれども、とにかく軽い、サクサク動く

というところで、すごく面白いなと思って。今も現在の画面が出ていますけど、こんなリッチなア

プリケーションにどんどん進化して。 

青野：機能が増えましたね。 

大谷：しかも、いまだに売れ：ている、いまだに多くの人が使っているということで、この話も後
ほどしようかなと思っております。 

実は、ずっと私見守っていると言いましたけれども、申しわけないんですけど、実は 2000年から

2010年ぐらいのときってあんまり見ていませんでしたというのが、実は正直なところでした。 

というのは、私は雑誌でネットワークマガジンという雑誌をやっていたので、ちょうど当時 2000

年から 2007～2008年ぐらいまで、日本でブロードバンドブームだったんです。ADSLとか FTTH

がガーッと入ってきて、インターネット回線がすごく高速化した時期だったんです。 

そのときに、そちらのインフラとかネットワークをメインにやっていたので、サイボウズって名前

は知っていたし、発表会もたまには行っていたんだけど、メインで見ているときがあんまりなかっ

たです。 

青野：じゃあ、あの迷走期を知らない、あまり見ていないと。 



 
 

 

8 
 

大谷：そうなんですよ。この時期ってどんな感じだったんですか。2000年から 2010年って、要

は言ってしまうと、さっき言ったブロードバンドとか、あとはいわゆるWeb2.0とか、事件的には

ライブドア・ショックみたいなのも 2006年に、多分あった。 

さっき調べてみたら、2006年の発表会で青野さんが発表開示したときは、マイクロソフトや IBM

に勝つぜ、みたいなことを発表会で言っていたみたいな記事があって。どうだったんだろうなと思

って。ちょっとどうでしたか。 

 

青野：グラフ的に言うと、2001年ぐらいまでは売上が伸びていたんです。普通にぼんぼんと伸び

ていたんですけど、やっぱりパッケージで、ダウンロードで売るというのが厳しくなって。 

そこから Garoonという大企業向けのやつを出すけど、そこって情報システム部門に売らないとい

けないので、販路の開拓もゼロからですよ。 

結構大変だねと、えっちらおっちら頑張っていたんですけど、やっぱり伸びが悪いので、上場した

お金を使ってM&Aをしたんです。それがこの赤いやつなんですけど。 

大谷：2005年からいきなりM&A のピンクのところがすごく増えていますよね。 

青野：そうなんですよ。それで、グループウェア事業はそんなに伸びないから、ほかの事業を使っ
て、特にライブドアさんもそうですけど、みんなM&A をやっている時期だったので。僕らはやっ

てみたんだけど、これがやっぱりへたくそで、向いていなかったんですよね。 
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大谷：2005年からキューッと上がってからの、2007年からのキューッと落ちるみたいな。 

青野：キューッと落ちるみたいな。9社買収して 8社売却するみたいな、こういう迷走期がありま

して。やっぱり私自身はグループウェアしかできない人間だな、ということを理解して、もう一回

グループウェアに絞っていったのが、そのまさに 10年間ぐらいですかね。 

大谷：その 2010年あたりからというところ。この後にクラウドの話がもちろん出てくるんですけ

ど、やっぱり営業利益のところもカーッと 2010年あたりから下がって、結構辛い時期は辛い時期

だったんですよね。組織、会社としてはどうだったんですか、その時期の会社。 

青野：これが結構、もう混迷期を去ったので、売却していて 2010年ぐらいから社内はクラウド行

くぞ、となっていたんですけど、意外と売上も伸びていないし、利益も減っているのに、なんか未

来に向けて社内が盛り上がっている。 

大谷：なんですか。 

 

青野：不思議な時期でしたね。ただ、離職率が一番高かったのも、やっぱりM&A をやっている頃

だったんです。そうですね、2005年が一番高くて、そこから 2010年になってくると 10%以下に

なっていたみたいな。そういう不思議な時期でしたね。 

大谷：よく青野さんもお話ししていますけど、2005年とかの離職率高っ、て感じですよね。25%

超えているみたいな。4人に 1人は辞めるのかみたいな感じだったのが、これがキューッと落ちて

いってというところになっていって。 
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でも、あれなんですね。社員数自体はずっと右肩上がりで伸びていって、という。 

青野：そうなんですよ。売上は上がっていないのに社員数が増えるから、そりゃ利益は減るわなと
いうことですよね。 

今から思うと、あそこでM&A を無理だと見切りをつけまして、グループウェアしか駄目だと。グ

ループウェアに、もちろん反発して辞めていく社員もいましたけど。そこでグループウェア好きの

社員になったことで、ある意味クラウドの切り替えが乗り越えられた。利益が減っているわけです

から、社員からしたら逃げ出したい感じの船ですよね。 

大谷：泥船だと。 

青野：数字を見れば泥船ですよね。なんですけど、ここで、グループウェアでクラウド行くぜ、と
思っている、信じられる人たちがいてくれたから、乗り越えられたのかなと。やっぱり組織があっ

てのイノベーションかなという気はしますね。 

大谷：そういう意味では、2011年に kintoneが出てくるわけですけど、そこに至るまでのもがき

みたいなところとか、あるいは組織的ないろんな動きが次につながってくる、という感じだったん

ですね。 

今から振り返って、青野さんが、例えば 25年ぐらい今のところあるわけで、一番きつかった時期

って、どこら辺。 

青野：一番きつかったのは、M&A で失敗したときです。辛かったですね、思い出すだけで辛いで

すけど。 

大谷：笑っちゃいけないけど。 

青野：創業して、それなりに自分の中では上手くいってきた感じだったんです。早めにソフトが売
れて上場もできたし、そこで売上が伸びなくなったけど、上場資金を使って売上を急成長させるこ

とができたと。 

なんですけど、これがやっぱり上手くマネジメントできなくて、ああ、やっちゃったなみたいな。

そこが一番辛かったですかね。 

その覚悟が決まったのが 2007年ぐらいなんですよ。ここからグループウェア一本でいくぞ、と。

腹が決まってからは、多少の困難があっても、へこたれないようになった。ある意味一回そこで死

んでいるんです。自分の中では一回人生が終わっているので、残りの人生はボーナストラックです
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よ。おまけで生きさせてもらっているところがあって、ちょっと腹を決めていけたかなと思いま

す。 

大谷：そこで 2011年からはクラウドというところで。 

青野：そうですね。 

 

大谷：ちょっと早いですけれども、後半の話にいこうかなと思っております。 

これからの話ということで、まずサイボウズの現状。こうして覚悟を決めた、というところで、ク

ラウドの伸びがどうなるのかという話を、2012年から振り返っていますけれども、きれいに上に

上がっているという。 

青野：これはクラウドのビジネスの特徴ですよね。基本は積み上がっていくという感じですよね。 

大谷：あと、もう一つ面白いのが、間接販売がすごく伸びている。赤いところの割合がすごく伸び
ているのが面白かったなと。 

青野：そうなんです。これ多分クラウドの、いわゆる SaaS系のベンダーの中ではサイボウズの特

徴だと思います。kintoneがあるからというのもあるんですけど、直販よりもパートナー販売の伸

びが大きいというのが続いています。 

大谷：これは意図して、間接販売を増やそうと変えていったんですか。 
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青野：そうです。kintoneを伸ばしていくには、パートナーを巻き込んでいくことが一番大事なこ

とだということで。もちろん直販は直販で伸びているんですけども、パートナーにごんごんリソー

スを配分しまくって。日本橋のオフィスを出したのもそうなんですよ。 

とにかくパートナーに集まってもらって、知識を交換して活動するために、ハブオフィスが必要だ

ったんです。パートナーのためのオフィスみたいなところもあります。 

大谷：なるほど。もともとサイボウズって水道橋にオフィスがあって、市ヶ谷だったので近くだっ
たんで、よく行っていたというところもあるんですけど。 

やっぱり日本橋オフィスに行って驚くのは、エントランスがいきなりどわーっと開けていて、え、

社員が働くところってどこまでなの、みたいな。すごく広いじゃないですか。会議室もオープンに

入れてみたいな感じで、ふらっとこんにちは、みたいな感じで入れるじゃないですか。 

ああいったオフィスを作ったというのは、そういうような、もちろんお客さんもあるんだけれど

も、取引先、パートナーに集ってもらえるみたいなところを意識して。 

青野：そうなんです、それをやりたかったんです。その辺も、実際にはマイクロソフトさんからの
学びが大きくて。もがいていた時期に、マイクロソフトさんのシェアポイントの上でグループウェ

アを作ったことがあって。それで、彼らのパートナーカンファレンスみたいなのに参加させてもら

って、アメリカにも毎年行って、ああこうやってエコシステムを作っていくんだと。 

逆に言うと、本当により多くの人に届けようと思うと、こういうエコシステムをしっかり作ってい

かないといけないんだと。自社だけで何とかしようと、まあ利益率が高いモデルは作れるかもわか

らない。でも、本当に多くの人に届けようと思ったら、エコシステムを作っていかないといけな

い。パートナーさんが儲かっているビジネスモデルにしないといけない。それをそこで学んだんで

す。 

大谷：なるほどね。さっきの苦しんだからの学び、というところのもう一つの成果物ですよね。 

青野：そうです。 

大谷：マイクロソフトとの協業で、われわれ記者から見て歴史を振り返ると、あれは何だったんだ
ろうと思うけど、青野さんの中ではそういうパートナー制度を学ぶであるとか、エコシステムって

何だろうみたいな、アメリカの進んでいる ITのビジネスモデルをきちんと学ぶ機会になってい

た、ということですね。 

青野：なっていましたね。いっぱい学ばせてもらいました。 
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大谷：次に、グローバル展開が今、現状どうなっているんですかという話をしていて、中国もそう
ですけれども米国も伸びていますと。kintoneのビジネスは基本的にはすごく伸びていますね、と

いうことですよね。 

青野：そうですね。何となくグローバルでも行けるかもしれないなという、少なくとも種の時点で
腐らなかったという。芽が出始めたぞ、ぐらいの感じですかね。まだ、ここからどこまでいけるか

全くわからないんですけど、自信もないんですけど。 

ただ、とりあえず kintoneはグローバルにいける可能性はあるぞ、ということまでの確認ができた

ぐらいの感じですかね。 

大谷：でも、これもよく言われている話ですけれども、サイボウズって、一回グローバル進出失敗
しているじゃないですか。 

青野：はい。 

大谷：アメリカに法人を作ったりとかをやっていたんですけど、あそこから学んだものはどこら辺
ですか。 

青野：一番は、何をもってグローバルに進出するか、ということで。一回目に失敗したときはサイ
ボウズ Officeを英語版にして持っていったんです。なので、一番メインの機能はスケジュールの

共有、掲示板みたいな機能だし、アドレス帳を共有できますだったりするんですけれど。その辺っ

て、アメリカ持っていったら、まあ、ニーズない。 
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アメリカ人って、スケジュールって個人管理がベースにあるから、人に何で見せないといけないん

だという会話になるんです。僕らからすると、えー、ですよね。だって、みんなでお互いスケジュ

ールを公開しあったほうが便利に働けない、みたいな。会議を 1個設定するのもお互い見えていた

ら楽じゃない、とか。 

大谷：メールで 1回ずつやっていたら、すごく大変ですよね。 

青野：大変ですよね。それがやっぱり個人文化が強いというか。そうですね、日本の大部屋文化み
たいなのがない国に持っていくと、やっぱりきついなと。 

やっぱりアプリ層で攻めていくのであれば文化依存が強いので、いける国と、いけない国がはっき

りしてしまう。だから、グローバルでいこうと思ったら、もうちょっと下の、インフラ寄りにいか

ないといけないんだと。 

これはパソコンで例えると、インテルの CPUにいかないといけないと。パソコンって、その国ご

とに強いメーカーがあるじゃないですか。日本だったら NECさん、富士通さんとか。アジアだっ

たらこの会社とか、いっぱいありますよね。でも、そうなんだけど、インテルの CPUは世界どこ

でも使われるわけですよね。それはなぜかというと、彼らは完成品じゃないから。 

大谷：プラットフォームなんです。 

青野：プラットフォームだと。コンポーネントだから、どっちかというとインフラ寄りだから。完
成品を作ろうとするとその文化に依存しちゃう。その文化には勝てない。だけども、その完成品の

手前の、半完成品ぐらいで攻めないといけない、というのが、僕の学びだったんです。だから、

kintoneなんですよ。 

大谷：kintoneって、クラウド全体で作られた、戦略的なサービスであることは間違いないんだけ

れども、国内だけでなく、ある程度グローバルも踏まえて作られているということですよね。 

青野：グローバルしか見ていないです。逆に。グローバルのためにやっています。 

大谷：その話を聞いて思うんですけど、逆に言うと、日本でサイボウズって、いまだにグループウ
ェアのシェアって非常に高いじゃないですか。それって海外のグループウェアには真似できないと

ころを、日本でちゃんとサイボウズがやってきたから、ということもあるのかなと。 

青野：間違いないです。 

大谷：文化依存をちゃんとしているから、日本人が使いやすいものをきちんと作っているという強
みでもあるのかな、と思っていますと。 
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というのは、最近やっぱりいろいろなビジネスクラウド、SaaS ってアプリケーションがあります

けれども。やっぱりいまだに、何でここにこのスタンプなのとか、何でこんな書き方なのかなと

か、何で名字と名前逆なのとか。いっぱいあるじゃないですか。 

青野：ありますね。 

大谷：そこら辺あたりの、グローバルをそのまま持ってきちゃって、まだローカライズがまだ不十
分みたいな問題って、いまだにやっぱりあって。その意味ではサイボウズ Officeって日本人にき

ちんと向き合って作っているから、ああいうふうに使いやすい。かつ、だからいまだにシェアを取

っているということが実現できているのかな、と思うんです。 

青野：それも間違いないですよね。 

大谷：あと個人的に楽しみなのは、アメリカって AWS を採用して、ある意味クラウドに特化し

た、kintoneに特化してクラウド化していくことを発表していて。個人的にはそれがすごくわくわ

くしていて、どうなるのかなと思っているのもあります。 

青野：そうなんです。今まで日本依存というか、日本文化に依存したからこそ、僕たちはこのサイ
ズに何とか売上を立てていたんですけど、そこに留まるつもりは全くなくて。ここはここでもちろ

んやり続けたいとは思っていますけれども、ちゃんとグローバルにいける商品を作って。そのとき

には海外の有力なベンダーとも組むし、上手く共存しながら世界中にいくと。これをどうしてもや

りたいんです。 

大谷：今、ノーコード・ローコードというキーワードになると思うんですけど。やっぱりそういう
kintone的なというか、情報システムじゃなくて、現場の人たちが自分たちで作りたいアプリケー

ションを自分たちで作る流れって、これから多分、割と確実にくると思うんです。そういった中で

アメリカ市場は、これからどんどん広くなるし、という意味でもすごく注目度は高いですよね。 

青野：そうなんですよ。本当、日本だったら kintoneのライバル、じゃあ国産で何がありますかと

言われると、えっと、という感じになると思うんです。ところが、アメリカ行くと、すごく残念な

んですけど、もう感覚的には毎月新しいのが出てきています。すごいのが。おお、また来たよみた

いな。もう慣れちゃって、パンチドランカーのように。一個一個がすごいんですよ。立ち上げのと

きから何十億集めて、スーパーエンジニアを集めて、今の最新技術で最高の物を作ってくるから、

もう何か大変です。 

大谷：ただ、そんな中でも kintoneをアメリカで使っているユーザーの中で、前聞いて面白いなと

思ったのは、日本企業みたいな、業務改善大事だよねみたいなアメリカの企業が kintoneを使って
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くれているという話をこの間、青野さんが話していて、それがすごく面白いなと思って。要する

に、カルチャーまで持っていっているということですよね。 

青野：そうですね。やっぱりアメリカの会社もいろんな会社があって、僕たちが考えるような典型
的な会社だけでもなくて、いろんな会社がある。 

やっぱりアメリカのマーケットで 3%取れるかという話だと思うんです。100社あって、どのター

ゲットに絞って 3社取りにいくか。これが今、僕たちがイメージしているアメリカの戦略です。改

善文化のあるメーカーさんだとか、そういうところ。 

大谷：日本企業にある程度近いようなカルチャーを持っているような、アメリカの会社。 

青野：そうですね。 

大谷：やっぱりそうですよね。 

 

では、次にいってみましょう。パッケージとクラウドの売上推移みたいなところ。これもちょっと

面白い数字なんですけれども、2011年以降の kintone以来、クラウドの売上がグワーッと伸びて

いるという。この数字も面白いんですけど、パッケージの数字が意外と減っていない。 

青野：そうなんですよ。これは、ちょっと予想外ではあるんですけど、意外とまだパッケージを買
うところも多いです。パッケージからどんどんクラウドにシフトされるお客さんもいらっしゃるん

ですけど、まだ新しくパッケージを買うお客さんも一定層いるという。 
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大谷：面白いですよね。クラウドって、よく死の谷と言われますけれども。もともとオンプレで売
り切りのモデルをやっていた会社が、クラウドに変えますと、サブスクリプションに変えますとな

ると、売上がガクンといきなり下がるので、そこのところを耐えるのが、すごく厳しいという話っ

て、よく出てきますけれども。 

その意味ではサイボウズって、ずっとパッケージも下がらない、クラウドはグーンと上がる、とい

うところでは、別に株主向けのイベントだから言っているわけじゃないですけど。これは買いなん

じゃないですか、という感じがしちゃいますよね。 

青野：そうなんですよ。2012年とかは覚悟していたんです。売上がガクッと減るのを覚悟してい

たんですけど、減らないことがわかったので、ある意味、じゃあアクセル全開でいけといって。そ

こから 2013，2014、2015と赤字に向かって突入していくんですけど。とにかくクラウドを立ち

上げられると、売上が減らないから。そんな自信を持って投資できる覚悟が決まりました。 

 

大谷：なるほど。ということで、こういう覚悟の下、今こうなっている。ちょっとここら辺の実績
をご説明いただけますか。 

kintoneは 1万 8,000社、サイボウズ Officeは 6万 9,000社、Garoonが 5,800社、Mailwiseが 1

万 400社ということですね。 
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青野：数としてはサイボウズ Officeが一番多いんですけど、これはパッケージで過去、まさにバ

ージョン 1から売ってきたお客さんを全部足しているので。実際にクラウドの契約者数でいくと、

kintoneとサイボウズ Officeが同じぐらいになっていて、金額的には kintoneが一番です。 

 

大谷：なるほど。これを売上推移にするのが次のスライドです。やっぱり kintoneはすごく順調で

すね。売上で言うと、前年比で 37.5%増になっている。 

青野：そうですね。ただ、サイボウズ Officeもパッケージで、クラウド積み上げて伸びてはいま

すけど、やっぱり徐々に増えてきている感じですね。kintoneはそういう意味では急成長し始めた

感じがあります。 

大谷：改めて聞くんですけど、このグループウェア事業をやっていて、競合がすごくいっぱいいた
中、生き残ってきた理由、というのは。一部、さっき話していた腹を括ったというのがもちろんあ

ると思うんですけど、どこら辺だと思います。 

青野：何ですかね。最初一つは、パッケージでちょっと頭一つ抜けられたのは、まさに使いやす
さ。インストールで躓くお客さんが多いんだけども、インストールの壁を超えたというのがあると

思います。 

大谷：そうですね、そこはあると思います。それは原体験としてあります。あと使いやすいという
話だと、細かいところによく気がついているなと思うんです。 
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最初に、同じメニューが画面の上下にある、上と下にあるという。あれも本当に、確かにスケジュ

ールとかがすごくいっぱい長くなっちゃうとか、カレンダーがすごい長くなっちゃうとかだと、下

にいくと、何か元の操作をしようと思うと、上に戻らないといけないですよね。あれが下にあるっ

て、これに気がついたときはすごいなと思いました。ああいった細かいところですよね。 

青野：そう、細かいところですね。その差があって。あとはそれをいかにマーケティングに投資で
きるかということなんですけど。その売上で上がった分を、もう一回広告投資して、ダウンロード

してもらってという。このアクセル全開で最初踏み切ったというのが、頭一つ抜けたところです。

それがパッケージで何とか生き残ったところ。 

次はやっぱりクラウドでしょうね。これは思いっきりクラウドにシフトするぞと言って、物作りか

ら販売まで、全部クラウドファーストでやったというのが、何とか生き残った要因かと思います。 

 

大谷：そうですね。最近やっている kintoneのテレビ CM。 

青野：木村文乃さんに。 

大谷：ヒョウケイさんが重すぎるという。私もテレビ CM の発表会に行きましたけれども。最初に

どクラウドと聞いたときは、はあ、でしたよ。私も。 

青野：どクラウドです、ってね。 
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大谷：え、何それみたいな感じだったんだけど、家に帰ってくると子供があの CM を見て、どクラ

ウドだ、と言うんですよ。 

青野：すごい、覚えてくれて。 

大谷：そう覚えているんですよ。だから、あれぐらいインパクトがある CM だなと思っていて。こ

の CM に込めた思いはどんな感じなんですか。 

青野：kintone、基本はアプリ開発のプラットフォームなので、マス向けに広告はそんなに思い切

りやっていなかったんですけど。そろそろ 1万 8,000社になり、マス向けに行ったらいいんじゃな

いかということで企画を練っておりました、と。そのときに、やっぱりサイボウズらしさが出ない

といけないので、クリエイティブに悩んで、いっぱい作って失敗し、いっぱい作って失敗し、して

いたんですけど。 

最後、中島信也さんというカップヌードルの「hungry?」という広告を作った、伊右衛門のお茶の

伝説のクリエイターに出会うことができまして。彼が、オフィスの広告をやめましょうと。オフィ

スで使うソフトだけど、よくわからない砂漠の。 

大谷：砂漠だか荒野だかみたいな。 

青野：そう、砂漠の荒地。ここで、雲で助けに来て、最後、どクラウドですで締めたいです、と言
われて、これ、すげえなと思って。もうクリエイターのおかげです。 

大谷：なるほど。確かにオフィスで使うものなんだけど、オフィスが舞台じゃないんですよね。た
だ、オフィスでみんなが考えている悩みとか課題とかが、すごく出ているという。それそれ、みた

いな。 

青野：そうなんですよ。15秒で、表計算が重すぎるということでヒョウケイさんという。 

大谷：なんだ、この人みたいな。 

青野：表計算ソフトっぽい人が重い、みたいな。なんじゃ、こりゃと思いますけどね。 

大谷：重いんですよ。 

青野：わかっている人が見ると笑えるんですよね。 

大谷：昔はパソコンを使っている人って、一部だったじゃないですか。会社で 1台のパソコンと言

われていた。90年代にだんだん増えてきた。でも、これが今、皆さんが共有できる悩みなんです

よね、きっと。表計算が重くて困っている、もっと使いたいのに、みたいなところにグサッと刺さ

ったんじゃないかなと。 
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クラウドをもっと、どんどんシフトさせるということでこんな発表が。 

青野：注目は Garoonなんですけど。今までグループウェアのアプリケーションって、用意された

ものを使うという発想だったと思うんですよね。サイボウズの使いやすいスケジューラーを使う、

だったと思うんですけど。 

最近、どんどんカスタマイズができるようになっているんですよ。今回プラグインを挿せるように

なったということで、Garoonの機能拡張をしたかったらプラグインを作って挿す、というのがで

きるようになっているんです。なので、世界観としては kintoneに近づいていますよね。 

大谷：そうですよね。kintoneは一から作れるじゃないですか、業務システムって。その意味で

は、Garoonは、ある程度もちろんプリパッケージというか、パッケージされている機能があるん

だけど、それに対してプラグインで機能を拡張できるというところが、非常に今のクラウドサービ

ス風というか、今風ですよね。 

青野：そうなんですよ。これかな、と思って。Mailwiseと Officeについては、まだだいぶ先です

けど、パッケージ版は一応終了して。 

大谷：遂に。 

青野：遂に。 
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大谷：それぐらい、あれですよね、サイボウズ Officeって結構ユーザー数も多いし、パッケージ

を使っている方も多いじゃないですか。そう考えると、結構これがクラウドにいくというのは、結

構なインパクトが、結構先とはいえ、あるのではないかなと。 

青野：そうですね。何とか皆さん移行していただけるよう、頑張ってフォローしていきたいと思い
ます。 

 

大谷：次は組織の話にいこうかなと思っております。これまでは大体プロダクトの話をメインにや
ってきて、クラウドへの戦略とか。あるいは各プロダクトの売上であるとか、考えている理念みた

いなところだと思うんですけど、次、組織の話にいこうかなというところです。 

サイボウズって、私が記者としてずっとプロダクトをメインで扱ってきたんですけれども、やっぱ

りこの数年、働き方改革であるとか、働きやすい会社であるとか、制度が尖った会社として認知さ

れていることが非常に多いと。 

昔って、サイボウズというと、ああグループウェアの代名詞、みたいな。うちはサイボウズを使っ

ていますみたいな、グループウェアのサイボウズ使っています、という感じで多かったんですけ

ど、業種、業態を問わず、サイボウズというと、あの何か変わった CM やる会社ねとか、働きやす

いというイベントによく出てくる会社ね、となるんですよ。 

というのをちょっと肌で感じているので、そういった意味では、この数年でずいぶん変わってきた

のかなと思っています。 
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そこで、割と重要なというのが、オープン、というキーワード。これから 25分ぐらいのところ

で、オープンとチームワークというところを、多分しゃべっていくことになると思うんですけれど

も。なぜオープンである必要があるのかというところ。これで多分、情報伝達と情報共有という話

が出てくるのかなと思うんですけど。 

青野：そうですね、よく私が講演で、冒頭にこれを説明するんですけど、よくグループウェアって
メールみたいなものですかと、言われるんです。そこが私の原体験的に言うと、全く別物なんです

よね。メールって宛先選んで送るから、言ったら相手とひそひそ話をしているわけですよね。ほか

のメンバーはこのやりとりがわからない。 

それを共有したくてウェブに注目して、それでもっと共有できるソフトを作ろうと思ってやったの

で、概念的には別物だと思っているんです。多分、それサイボウズを創業したときからやりたかっ

た。 

サイボウズのスケジューラーとかも、スケジュールボタンを押せば出てくるのは自分のスケジュー

ルだけじゃないんです。ほかの人のスケジュールもガーッと出てくるわけです。あれがもともと僕

たちがやりたかったことだというのがまずあります。ただ、それがなぜいいのかとか、やっぱり上

手く説明できなかった。 

大谷：そうですよね。例えば、サイボウズってスケジュールを最初からびろーんとメンバーが出て
くるじゃないですか。あれ、知られたくない人もやっぱりいるわけですよ。知られたくない上司も

いるわけです。だから、そういう意味だと、できるけど、やったほうがいいんだっけという議論は

なかなか難しかったですよね。 

青野：そうなんです。そこに、この働き方の話が出てきたときに、じゃあ、みんなが働き方を自由
にしたときにそれで働けますかと。 

例えば、今日午前中で帰っちゃう人が出ますとなったときに、じゃあ、その人の仕事の引継ぎどう

するのとか、その人明日は出てくるの、とかなってくると、やっぱりオープンに情報共有していな

いと、この多様な働き方を組み合わせてチームを動かすことができないね、みたいなところで、僕

ら的には文脈がつながったんです。 

そうだ、僕たちが情報共有に徹底的にこだわってきたというのは、一人一人がもっと自由に楽しく

働くためだったんだと。だから、そこをセットで訴えていこうと。こういう多様な働き方をやりた

いんだったら、こういう情報共有も必要だし、情報共有をすればこういう多様な働き方もできます

よという。両輪のように説明していきたいなと思ったのが、最近、これを言っている。 
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大谷：プロダクトと組織論みたいなところが、結構がっちゃんこしてきた感じですよね。 

青野：そうです。まさにツールによって組織も変えられるし、組織が変わればツールも変わるとい
う感じです。 

大谷：確かに情報伝達って、今、ここに書いてありますけど、メールやメッセンジャーとかビデオ
会議って、やっぱりあれですよね、誰かが誰かにというところに、情報が閉じてしまうところだと

思うんですよね。 

これって、実は、私はいろんなビジネスクラウドを見ていますけれども、ビジネスチャットでも同

じようなことが起こっていて、特定のチャンネルに入らないと読めないという。メールを否定して

入っているビジネスチャットなのに、ビジネスチャットでも同じようにグループ作るんだ、なんだ

か左側にいっぱいグループがあるぞ、みたいな状況に多分なるじゃないですか。 

そこら辺は難しいけれども、日本の企業としては、そういう意味では組織にこだわっていたりする

場合は、あの部署に何でこんな情報を教えるのだみたいな。ちょっと半沢直樹的なことが起こりが

ちじゃないですか。でも、むしろオープンのほうがいいよということですよね。 

青野：そうですね。これからの時代はこっちがいいんじゃないですか、というところです。 

 

大谷：ということで、こちらの話に。グループウェアとチームワークはどういうふうに作用するん
だっけというところを見ていこう、というところですね。 
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青野：そうですね。これは、ちょっと皆さんに警告的に書いているところですけど、ようやく日本
もデジタル化が進みますと。今までアナログだったものを、デジタルに変えていこうということな

んですけど。システムをいろいろ作って導入されるんでしょうけども、そのときにサイロ化するリ

スクがありますよ、ということをお話ししています。 

例えば、営業支援システムを入れました。営業の人は見られる。でもほかの部署の人は見られな

い。じゃあ、営業は今、何やっているのかわからない。じゃあ、人事は人事システムを入れまし

た。人事の人は情報共有できているけど、ほかの人はわからない、みたいな。 

こうなってくると、結局デジタル化したのに、情報が分断されていて、チームワーク的に言うとい

まいちな世界になりやしませんか、と。これが僕たちが打破したい次の壁です。 

大谷：なるほど。われわれが一番初めにお会いしたときって、インターネットというか、社内ネッ
トワークでグループウェアを作るのってイントラネットと言われていたじゃないですか。そこの中

って、ブラウザがあれば特定のアプリケーション、クライアントを入れなくても誰でも情報が見ら

れるよ、という状況がそこにできたわけですよね。 

というふうになっていたのが、もう 20年とか 25年前ぐらいだったんだけど、今、情報のサイロ

というか、分断が起こっているし、クラウドになってもそれが変わっていないという。 

青野：そうなんです。むしろイントラネットのほうが自由だった。ある意味ほかの人が入ってこな
いんで、勝手にウェブサーバーを建てて、アクセス権をかけずに自分の部署の配信をしていても怒

られなかったのが、クラウドになったら他社の人も見られるわけだから、守らないといけないとな

って。守った瞬間に、社内なのに見られない、みたいなことになってきて。これがクラウド時代に

起こり得るであろう、次の人類の壁。これをやっぱり変えたいんですよね。 



 
 

 

26 
 

 

大谷：こういうふうに変えていく。 

青野：そうですね。なので、いろんなアプリ、いろんなシステムを使っているのはいいんだけど、
基本的にその情報は kintoneにぜひ載せてもらって。kintoneの中を見ていればどの部署だろうが

どの仕事だろうが、全部そこに情報があると。そこにデータもあれば、ワークフローも流れていれ

ば、コミュニケーション情報もそこに載っているとなると、そこで検索すれば、とにかく社内、ま

さにこれ 1個のイントラネットですよね。 

新しい、クラウド時代のイントラネットを提供したいというのがこの kintoneのビジョンです。言

うのは簡単ですけど。 

大谷：やっぱりグループウェアを入れるときもそうだったですし、今度 kintone、クラウドもそう

だと思うんですけど、やっぱり抵抗勢力みたいなのは絶対いると思うんですけど。そこら辺はさっ

き言っていたような、俺のスケジュールをほかのやつに見せるのは許せないとかいう上司とか。そ

ういったのは、どういって打破していくんでしょうね。 

要するに、どうやってオープン化していくかという話。ツールの話と組織の話。どういうふうにし

ていこうかという。どうお考えですか。 

青野：例えば、私のスケジュールは社員が勝手に突っ込めるわけですよね。見えているし、見えて
いるどころか押さえちゃっていいよと言っているので、押さえてくるわけです。でも、やっぱりこ

れって、風土がなかったら絶対にやっちゃいけないらしくて。 



 
 

 

27 
 

俺のスケジュールを勝手に押さえやがって何様だ、この野郎、みたいな。俺、聞いてないぞ、そん

なこと、みたいなことを言う会社も普通にあるらしいんですよ。 

これが、何でしょうね、97年に創業して変わっていくだろうと思っていたのに、まあ、変わらな

い。こんなにテクノロジーが進化しているのに、両輪でいくと、テクノロジーがめっちゃ進化しま

くっているのに、風土はいまだに 97年状態なわけです。 

だから、やっぱりこっちも回しにいかないといけないなと。ただ、やっぱりそこは、こういうとこ

ろでも僕たちもビジョンを謳ってもいきますし。最近、始めたのは、メソッド事業と言いまして、

サイボウズでやっている情報共有、組織の作り方みたいなものが、いかに面白くて皆さんにも役に

立つかというのを、事業として研修したり、コンサルしたりしながら、ワークショップしたりしな

がら、ほかの会社にも伝えていこうと。最近、こんな活動もしているんです。両輪でやらなきゃ駄

目だなみたいな。 

大谷：そうですよね。今の気づきを整理すると、25年やってきてテクノロジーはすごく進化した

と。プロダクトも結構洗練されてきたんだけれども、結局、よく言われている働き方のうちの、組

織と文化とテクノロジーと言うじゃないですか、そこのところの組織と文化のところが変わってな

いやんけと。 

青野：変わっていないのは人類だと。技術は進化しているけど人類が遅れていると。 

大谷：人類が遅れているというところですよね。そこのところにしびれを切らした青野さんとして
は、さっき言ったようなメソッド事業というか。多少おこがましいかもしれないけど、うちで成功

したメソッドを学んでみませんか、というような感じのところでコンサルティングをやっている。 

青野：そうですね。 

大谷：どうですか、反応としては。 

青野：すごいですよ。びっくりしました。こんなに聞きたい人がいるのかというぐらいです。講演
とか研修依頼、ほぼ毎日来ます。 

大谷：そうなんですか。 

青野：はい、大きいところから小さいところまで。 

大谷：どういうところを、サイボウズから学びたいと思って来ているのでしょうかね。 

青野：大小あるんですけど、去年なんかだとテレワークがありました。今までオフィスにガッと集
まって働いていたんだけど、集まりにくくなったと。テレワークをしないといけないと。テレワー
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クするにはデジタル化しないといけないと。でもデジタル化するだけじゃ駄目で、それを使いこな

すための風土も必要だと。 

大谷：マネジメントも大変ですよね。 

青野：そう、マネジメントができないので、それで学びに来るところもありますし、もうちょっと
視座の高い経営者だったら、ここから会社の風土を変えなきゃいけないんだと。イノベーションを

起こしていくには、多様な人たちを採用して、多様な働き方をしてもらって、オープンにディスカ

ッションできるような。旧式的な忖度しながらやるようなヒエラルキーでは駄目なんだ、と気づい

た経営者が声をかけてくださったり。 

大谷：そういう意味ではあれですよね。コロナ禍というところで、マイナスはいろいろありますけ
ど、一つのきっかけではありましたよね。 

青野：なりましたね。 

大谷：働き方とか会社とか組織とかを見直す。 

青野：本当ですね。 

大谷：ということが今、起こっていて、これをやっていくというところがグループウェア、テクノ
ロジーと組織の両面でやっていく、というところですね。 
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そこで、この話に移ろうかなと思っているんですけど、冒頭にお話ししていた多様性に関するお詫

び。サイボウズって、割と CM だったりママ動画もそうだし、いろいろ世の中の社会課題に対し

て、ぼーんとメスを入れるようなものを、今までやってきましたけれども、これもすごく反響があ

ったということですね。 

青野：そうですね。 

大谷：何でこんなことになったのか、ちょっと冒頭で説明されていましたけど、改めて。 

青野：今回、取締役の選任のプロセスを大きく変えようという話になりましたと。その背景にある
のは、サイボウズの社内の情報共有が相当徹底されてきたこと。取締役だろうが事業戦略会議だろ

うが、誰でも参加できるような感じになってきたときに、この取締役ってどうするという話になっ

て。畑さん、山田さんも、別に取締役という役職名にはこだわっていないですけど、みたいなこと

を言うから。 

じゃあ、一回公募してみるか、と。どうせこれぐらい情報の透明性が高い会社だったら、そもそも

悪さをしようがないし、悪さをしてもすぐ見つかるし。じゃあ、取締役は会社法上置かないといけ

ないんだったら、取締役って名乗りたい人が名乗ればいいんじゃないかと。 

訴えられるリスクとか一部ありますけど、そのリスクを飲んででも俺は取締役って名乗ってみたい

という人がいるんだったら、それでいいんじゃないかと公募をかけてみたら、17人集まって。こ

れが面白いから、ちょっと社会にメッセージを発信したいなと思って、こんな。 

大谷：お詫びの。 

青野：お詫び広告です。一番は、今日の株主会議の集客をしたかったというのがあるんですけど。 

大谷：これに興味を持って来ている方も、多分それなりにいっぱいいるんじゃないかなと思うんで
すけど。何がすごいって、17人応募するってすごいなと。 

青野：思います。 

大谷：だって、普通にネタかと思うじゃないですか。何を言っているんだと。 

青野：そう、手が挙がらないと思っていたんですよ、僕らも。名前が出ちゃうし、何か株主代表訴
訟のリスクもありますとか言われたら、それだったらやめときますという人が多いのかなと思った

んですけど、意外とみんなチャレンジャーだな、みたいな。 

大谷：どんな人が。 

青野：いろいろです。 
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大谷：若手もあり。 

青野：若手もあり、新人、2年目がいたり、男性、女性、外国人、さまざまです。面白い。おじさ

んをちょっと皮肉っている広告ですけど、普通におじさんも応募してきてくれていますし。 

大谷：これを募集するところも一つの。 

青野：これをほとんどの方は、サイボウズは変なことをやっているわ、と見ていると思うんです。
私の中では確信があって、多分、ほかの会社もやりだす。だって、情報を透明性にすれば取締役い

らないですもん。今逆に、ガバナンスガバナンス、社外取締役を置け、といって、1周、2周ぐら

い前の話をしているんですけど、ゆくゆくは 10年、15年経ったら同じ感覚を持つ組織が増えてい

ると思います。 

大谷：何か、その意味ではサイボウズって、テレワークを開始したのは 2010年だと言われている

じゃないですか。 

青野：そうですね。 

大谷：10年以上前からテレワークをやっていて、ようやく世の中がサイボウズに追いついたみた

いなところもあるし、それこそ女性の割合もすごく高いし。 

青野：そうですね、45%ぐらい。 

大谷：だから、そういう意味では、そういう人たちが子育てとか出産とかのときでも、ちゃんと仕
事を継続できるように、じゃあ、どういう働き方をするか、みたいな議論をずっと繰り返してき

て、今に至っているじゃないですか。だから、そういう意味では、これももしかしたら 10年後に

は、お宅の会社、社外まだ募集していないの、みたいな感じのニューノーマルになる可能性すらあ

りますよね。 

青野：そうなんですよ、今日、大谷さんとお話ししたいのはそこで。僕ね、やっぱりちょっと早い
んですよね。97年創業は正直早かったんです。2010年創業がよかったんですよ。多分。 

大谷：クラウドができてから。 

青野：情報共有とかも、そこからでもよかったかもしれませんね。 

大谷：でもそれを言ったら、さっきのこれの話にちょっと戻っちゃうんですけど、この話って実は
すごく面白くて、なんかもとも、とアメリカでグループウェアが流行らなかったのって個人文化

だ。パーティションで、自分のスケジュールをほかのやつに知らせるなんておかしいぜ、という話

があったじゃないですか。 
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今、例えば大手のビジネスクラウドを売っている人たちが言っているのは、コミュニケーションと

かチームワークなんですよね。 

青野：オープンって言ってね。 

大谷：そう、オープンって言っているんですよ、彼ら。外国人という言い方が正しいのかわからな
いですけれども、やっぱり欧米の人とかも ITを先進的にクラウドを使っている人たちも。やっぱ

り一人でやるんじゃなくてチームワークだと、コミュニケーションだと。これが重要なのであると

いうふうに、毎回発表会とかを聞くとその話なわけです。これサイボウズがずいぶん前から言って

いたよね、という話ですよね。 

青野：そうなんです。もうすぐ僕たちもチャレンジできる領域が広がっているかなと思いますね。 

 

大谷：ということで、四つ目のテーマです。「チームワークあふれる社会を創る」という。このチ
ームワークにこだわっている。先にまとめを言っちゃうと、25年間変わらなかったってこれだよ

ねという話になっていて。 

ここで話をしたいのは、「チームワークあふれる社会を創る」という理想とか目的って変わらない

んだけど、チームワークという言葉の定義みたいなものが、どんどん変わってきているよね、とい

う話をちょっとしたいかなと思っています。 

「チームワークあふれる社会を創る」って、青野さんとしては、どういう理想図を描いて定義して

いますか。 
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青野：そうですね、本当に創業時を思い出すんです。何であそこでわざわざパナソニックを辞めて
まで、シンプルなスケジュール共有のソフトを出したかったんだろうなと思うと、やっぱり情報共

有して、もっと一人一人が楽しく働けるようにしたかった。 

楽しいって、どういうところが楽しいかというと、ほかの人のスケジュールが見られれば、スケジ

ュールがいっぱいで大変そうな人のところを手伝いにも行けるし。自分がスケジュールいっぱいの

ときは誰かが助けに来てくれるし、情報共有できていれば人に貢献することができる。貢献すれば

感謝されることもあり、感謝することもできる。これって楽しいよね、みたいな。こういう社会に

なればいいよね、と。 

当時、やっぱりパナソニックにいて、それがなかなかできなくて、横の席の先輩の人がめっちゃ忙

しそうなんだけど、何をやっているかわからない、みたいな。こういうのがあったから、ウェブを

見たときに、これでようやく横の先輩の大変さに、僕は気づいてあげることができるようになるん

だと。それをやりたかったんです。 

それが、なかなか言語化できなくて、ようやくここにきて、要は、やりたかったのはこれだったん

だと言語化して。実際に、自分たちでやりながら、間違いないと、これは楽しいわ、と。そんな感

じですかね。 

大谷：なるほど。そういう意味だと、単語一文字一文字にものすごく意味がありますよね。チーム
ワークということじゃないですか、結局。助け合ったりとか褒め合ったりして、われわれ社会人が

かなり時間を費やしている、仕事の時間を楽しいものにしよう。生産性の高いものにしよう。とい

うところがチームワークだろうし、それがあふれる社会を創る。 

要は、もはや会社を超えるんだというところ。それを一から創っていくんだというところを考える

と、実は何か、意味深い存在意義という感じがしますよね。単なる社内のネットワーク、社内のコ

ミュニケーションをよくするんだというところから、もうちょっと広い概念。 

青野：そうなんですよ。そういう意味ではやっぱりクラウドがすごくて。基本的には企業に売って
きた会社じゃないですか。だから、その企業の働き方を変えていくみたいな、これはやってきたわ

けですけど。今クラウドになると、企業じゃないところに売れ始めていて。 

特に去年のコロナだと、神奈川県さんが病院とやりとりしないといけないと。病院でどれぐらい検

査しているのか、どれぐらい感染者が出ているのか、医療の資材で何が足りないのか、リアルタイ

ムに情報を集めたい。でも、それがない。で、kintoneを導入ですよ。各病院がポチポチと入れる

だけで、すぐ集計してみんなにシェアされて、ああ、なるほど、みたいな。 
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大谷：補助金の申請とかもそうですよね。 

青野：そう。だからチームワークって組織だけじゃないんだと思って。まさに社会の至るところで
チームワークって発生する。 

大谷：かつ日本では、チームワークがこれからどんどん必要になりますからね。 

青野：そうですね。 

大谷：まさに少子高齢化で経済も縮小していて、グローバルにこれから打って出なきゃいけない会
社も多分いっぱいある、というところ。そういったところでは、それぞれの関係者がいろんな形で

つながっていって、チームワークなので、ちゃんとワークしていかなきゃいけないというところで

すよね。 

青野：そうですね。 

大谷：チームワークの形が変わってきたよというところで、今の話だと kintoneですごく自治体で

使われている方が増えてきたと。今までは社内で閉じていたのが、例えば取引先とか顧客になって

いって。今度は自治体、その地域という広いところまで変わってきたという意味では、チームワー

クがどんどん変わってきたと。 

青野：そうなんですよ。これがチームワークあふれる社会かと。自分たちで言っておきながら、今
更、気づくみたいな。 

大谷：そのためのツールとして、例えば kintoneがあったりとか、あるいはメソッドみたいなノウ

ハウがあったりというところを理解してもらえると、ということですね。Cultureとしては「理想

への共感」「公明正大」「多様な個性を重視」「自立と議論」というような四つ。これに関して、

何かコメントとか。 

青野：これは、今度、株主総会でもこれを定款に入れようと言って、議題に上がっているんでちょ
っと解説しますと。 

まず、チームという言葉。なぜ人が集まってきているだけだとチームと言わなくて、何か条件があ

るとチームと言うのかというと、やっぱりそこに共通の理想がある。みんなで甲子園行こうと言っ

ているからチームなのであって、何となく集まって野球しているだけだと、チームっぽくないです

よね。 

ここに、共通で目指すものがあって初めてチームなので、やっぱり理想があって、それにみんなが

共感している状態を創ると。それが、まずチームとしての第一条件。 
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ただ、それだけのチームだったらいっぱいあるんですけど、そこで僕たちが大事にしたいのは、そ

こに集まってくる人が多様であっていいと。まさに SDGsじゃないですけど 1人も取り残さな

い。いろんな人が集まってきて、それぞれ制限があるかもわからないけど、自分の個性を発揮しな

がら働ける。多様な個性を重視していくのが、二つ目に僕たちがどうしても入れたい条件。 

それをやろうと思ったら、今度、情報がオープンじゃないといけない。どこで誰が困っているのか

多様なわけだから、ちゃんとオープンに隠さずにシェアしようぜ、と。これが公明正大。 

さらに、そこから最後つけ加えたいのが、そういう環境に置かれたときに、一人一人が私はこう働

きたい、私はここで貢献したい、こう感謝されたい。それを自立的に主体的に発信して選択できる

ようにしていかないと、結局のところ、選択肢はいっぱいあるけど不幸な人が生まれちゃう。 

この四つが、ポイントなんだと気づいたのです。これは経験則的なので、まだまだ変わる可能性も

あるんですけど、今、考えているのがこの四つの Culture。これが世界中にあふれれば相当チーム

ワークあふれる社会になるはずだと。やりたいのはそのイメージなんです。 

大谷：なるほど。去年からのコロナ禍と言われているもので、こういったところがいろいろ失われ
ていたりするじゃないですか。分断というキーワードになってくると思うんですけど、そういった

時代にこそ、改めてこの Cultureをきちんと問うていきたい、というところですよね。 

青野：そうなんです。 
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大谷：ということで、こういったチームワークの中で、どういう取り組みをするのかというところ
で、今回のイベントの話になって、株主還元です。株主もチームにしてしまおうというところです

よね。 

青野：そうなんですよ。結構、サイボウズ、よくネットの掲示板なんかで書かれるのは、サイボウ
ズって社員重視、株主軽視だよね、とか書かれるんです。確かに、思い当たる節はありまして、株

主の方って、今だと 2万 5,000人とかいるわけだけど、彼らとどういうふうに接していっていいの

か、いまいち、こう。 

大谷：わかんないですよね。 

青野：それが、いまいち手が打てていなかったんですよ。ただ、サイボウズもそろそろこの辺りも
巻き込んでいきたいなと。何とか株主の方々も一緒のチームになってみたいなと。そうすると何が

起きるかというと、今サイボウズの社員数って、所詮グローバル全部入れて 1,000人なんです。と

ころが、株主を巻き込んだ瞬間にいきなりプラス 2万 5,000人なんです。 

これを使わない手はないよねと。いきなり場合によっては、ファンで、口コミで広げてくれるよう

な仲間が 2万 5,000に広がるわけだから、やっぱり彼らとちゃんと向き合って、対話をしながら進

めていきたいなと。それがこの、還元と書くとちょっといやらしいですけど、株主と一緒のチーム

になっていきたいという背景にあるんです。 

大谷：なるほど。いろんなイベントをやっているんですよね。 

青野：そうなんです。接点をとりあえず増やそうといって、オンラインイベントをやったりとか、
こういうイベントをしたりとかやっているんですけど。 

大谷：これはどうですか。株主の人の反応は結構アクティブに言ってくれるのか。結構われわれニ
ュースで聞いている株主総会とかの話って、結構厳しい感じじゃないですか。いろんなところから

質問されるとか、動議しますみたいなのとかって、何かドラマの見過ぎかよ、という話になるんで

すけれども。そういった感じとは何か違う、この写真を見ている限り、めっちゃほんわかした感じ

は何なんだろうみたいな。 

青野：そう、やっぱり、サイボウズも、今まで頑張ってきたおかげかもしれませんけど、ファンの
株主の方もたくさんいらっしゃるんですよね。その短期的な業績よりも、やっぱり私たちが目指し

ているビジョン、大事にしたい風土、文化みたいなものに共感してくれる人が多くて。こういう人

たちを上手く巻き込んでいけば、もっともっと株主総会も面白くなると思うんですよね。 



 
 

 

36 
 

そうじゃなくて、共感していない人がいっぱい座って、攻撃されるかもと思っているからこっちも

ガードを固めて、無理やり議案を通そうとするんだけど、一緒のチームなんだったらもっと敷居を

下げて、楽しい会にできると思う。 

大谷：さっきの理想の共感というところですよね。 

青野：そうです、そうです。 

大谷：それを社員だけじゃなくて、株主も巻き込んで、チームとして考えて共有していこうという
ところですよね。 

青野：そうなんです。あと右のほうに一応配当が増えていますという、こっそりアピールで入れて
いますけど。今のところ、業績がいいので、ちょっとずつ増やしているところなんですけどね。 

大谷：何か、青野さんは、逆に言うと、株主に対してとか、株主になろうとしている人たちに対し
て、何かメッセージというか、何を求めますか。 

青野：ああ、まさに、今日見ている人に株主になってほしいんですよ、私は。今日ね、愚痴を言い
ます。今、サイボウズの株主が増えていて、2万 5,000人いらっしゃいます。 

大谷：結構な人数で。 

青野：2万 5,000人の人にダイレクトメールを送っているんです、株主会議がありますと。ところ

が、そこから申し込んでくれた人はわずか 500人です。50分の 1ぐらいとかなんです。にもかか

わらず、株主じゃない人が、なんと 1,000人以上申し込んでくれているんですよ。 

株主会議なのに、株主じゃないファンな人たちがこれを見てくれているわけですよね。やっぱり、

僕はこういう場に出てきて、サイボウズを理解して共感してくれる人たちと一緒にやりたい。だか

らこの人たちに株式を持ってほしい。 

大谷：だから、皆さんですということですね。 

青野：皆さんです。 
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大谷：ということで、第 3部では、みんなでサイボウズを語るということで、皆様からのご質問に

回答するコーナーがあるようですので、ここの QR コードからアクセスしてご質問くださいという

ことでございます。 

大体 1時間でバーッとしゃべってきましたけど、いかがでしたか、今日。25年間を振り返ってき

て。 

青野：あっという間ですね。全くしゃべり足りないんですけど。 

大谷：しゃべり足りないですね。 

青野：未来のグループウェアについても語りたかったんです。また引き続き、ぜひこういう場をど
んどん作っていきます。 

大谷：質問すればいいんじゃないんですか。未来のグループウェアどうなんですか、と。 

青野：そうですね。 

大谷：そういった感じで関心を持ってもらうこと、一緒にチームになりましょうということだと思
うので。 

これからもサイボウズ、どういったことをやるのか、何をやらかすのか。気になっていると思いま

すけれども、今後ともよろしくお願いしますということで、締めにしたいと思います。 

本日はありがとうございました。 
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青野：ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

 


